
阿
南
市
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

　

輝
か
し
い
平
成
30
年
の
新
春
を

飾
る
阿
南
市
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
す
。
出
初
式
は
、
消
防
団

員
・
職
員
の
士
気
の
高
揚
と
、
職

務
の
重
要
性
を
再
確
認
し
、
防
災

へ
の
誓
い
を
新
た
に
、
防
災
関
係

者
約
５
０
０
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
る
年
頭
の
恒
例
行
事
で
す
。

　

今
年
度
更
新
し
た
消
防
車
両
を

お
披
露
目
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
消
防

団
員
・
職
員
の
さ
っ
そ
う
た
る
雄

姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　
１
月
７
日
㈰　

午
前
10
時
～

場
所　
夢
ホ
ー
ル
（
文
化
会
館
）

問
い
合
わ
せ
は　
消
防
本
部
警
防

課
（
☎
22

－

３
７
９
６
）
へ

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
の

交
付
に
つ
い
て

　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
65
歳

以
上
の
方
で
、
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対
し
て

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
や
市
・
県
民
税
の
申
告
に

お
い
て
、
税
法
上
の
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

を
受
け
る
と
き
に
障
害
者
手
帳
の

代
わ
り
と
な
る
も
の
で
、
交
付
に

は
本
人
ま
た
は
家
族
の
申
請
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
既
に
「
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
ら

れ
た
方
で
、
要
介
護
認
定
状
態
区

分
に
変
更
の
な
い
方
は
、
申
告
の

際
に
前
回
交
付
さ
れ
た
認
定
証
が

使
用
で
き
ま
す
の
で
、
新
た
な
申

請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
特
別
障
害
者
・
障
害
者
の
区
分

は
、
介
護
認
定
の
内
容
を
審
査
し

て
認
定
し
ま
す
。
認
定
情
報
確
認

の
た
め
、
交
付
は
後
日
郵
送
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
付
開
始
日　
１
月
５
日
㈮
～

申
請
に
必
要
な
も
の　
介
護
保
険

被
保
険
者
証
、
印
鑑
、
申
請
者
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
等

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
福
祉

課
（
☎
22

－

１
５
９
２
）
へ

阿南市長

岩浅嘉仁

お
元
気
で
す
か

市
長
通
信

～ 

60
歳
、還
暦
の
阿
南
　
先
人
の
労
苦
に
想
い
を
は
せ
て 

～

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ま
の
今
年
一
年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

な
が
ら
、
本
年
最
初
の
市
長
通
信
の
筆
を
執
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
阿
南
市
が
誕
生
し
て
60
年
を
迎

え
ま
す
。
昭
和
33
年
５
月
１
日
に
当
時
の
富
岡
、

橘
の
２
町
が
合
併
し
、
県
下
で
４
番
目
の
市
と
し

て
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
大
相
撲
が

現
在
の
６
場
所
制
へ
変
更
、
パ
リ
の
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
を
し
の
ぐ
世
界
一
高
い
東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
ま
た
、
11
月
に
は
皇
太
子
殿
下
と
正
田

美
智
子
様
の
婚
約
が
発
表
さ
れ
、
初
め
て
民
間
出

身
の
皇
太
子
妃
殿
下
が
生
ま
れ
る
こ
と
や
軽
井

沢
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ロ
マ
ン
ス
な
ど
、
ミ
ッ

チ
ー
・
ブ
ー
ム
が
国
中
を
席
巻
し
、
国
民
が
明
る

い
時
代
の
到
来
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
の
阿
南
市
は
過
酷
な
船
出
で

し
た
。
困
難
な
財
政
事
情
の
も
と
で
、
新
し
い
市

と
し
て
の
基
礎
固
め
に
専
念
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
阿
南
市
は
、
合
併
前
の
富
岡
、
橘

両
町
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
、「
地
方
財
政
再
建
促

進
特
別
措
置
法
」
の
適
用
を
受
け
、
新
市
発
足
時

か
ら
財
政
再
建
に
取
り
組
み
、
昭
和
40
年
度
に
よ

う
や
く
過
去
の
赤
字
を
解
消
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

そ
の
途
上
、
昭
和
38
年
に
は
新
産
業
都
市
の
指
定

を
受
け
、
20
年
間
に
約
５
０
０
社
の
企
業
関
係
者

が
視
察
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
初
代
阿
南
市
長
の
沢

田　

紋あ
や

氏
は
三
木
武
夫
元
首
相
と
も
昵じ

っ

懇こ
ん

で
、
阿

南
高
専
誘
致
や
工
場
立
地
を
依
頼
し
て
お
り
、
三

木
元
首
相
が
、
本
田
技
研
工
業
株
式
会
社
創
業
者

の
本
田
宗
一
郎
氏
を
橘
湾
へ
招
き
工
場
誘
致
の
協

力
を
要
請
し
た
歴
史
も
あ
り
ま
し
た
。

　

以
来
、
旧
阿
南
市
、
那
賀
川
町
、
羽
ノ
浦
町
の

先
人
の
努
力
が
、
今
日
の
本
市
の
隆
盛
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
制
施
行
60
周
年
の
意
義
は
、
過
去
の
歩
み
を

顧
み
、
そ
の
苦
難
の
道
程
を
今
一
度
思
い
出
す
と

と
も
に
、
来
た
る
べ
き
次
の
世
代
に
今
日
ま
で
の

歩
み
を
ど
う
生
か
し
て
い
く
か
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。「
温
故
知
新
」
…
。
過
去
と
現
在
を
い
き
い

き
と
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
人
の
師
に

な
れ
る
と
孔
子
は
は
っ
き
り
と
言
い
き
っ
て
い
ま

す
。

　

本
年
が
、
明
日
の
阿
南
市
を
見
つ
め
ら
れ
る
良

い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
的
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
の
交
付

　

老
齢
年
金
は
、
所
得
税
法
上
の

雑
所
得
と
し
て
課
税
の
対
象
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、
１

年
間
の
年
金
の
支
払
総
額
な
ど
を

記
載
し
た
「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
１
月
下
旬
か
ら
２
月

上
旬
に
か
け
て
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
確
定
申
告
の
際
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
は
、
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
さ

れ
た
場
合
や
未
着
の
場
合
等
に
は
、

徳
島
南
年
金
事
務
所
（
☎
０
８
８

－

６
５
２

－

１
５
１
１
）
に
お
い

て
源
泉
徴
収
票
の
再
交
付
の
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
険
年
金
課

（
☎
22

－

１
１
１
８
）
へ

野
球
審
判
員
養
成
講
習
会

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

日
時　
２
月
４
日
㈰　

午
後
１
時

～
４
時

場
所　
屋
内
多
目
的
施
設
（
あ
な

な
ん
ア
リ
ー
ナ
）

内
容　
野
球
の
試
合
に
お
け
る
審

判
技
術
の
習
得

対
象　
高
校
生
以
上
の
男
女

講
師　
市
軟
式
野
球
連
盟
審
判
員

服
装
等　
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
運
動
の

で
き
る
服
装
、
運
動
の
で
き
る
シ

ュ
ー
ズ
、
野
球
帽

持
参
物　
筆
記
用
具

参
加
費　
無
料

申
込
締
切
日　
１
月
22
日
㈪

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球

の
ま
ち
推
進
課
（
☎
22

－

１
２
９

７
）
へ

阿
南
市
人
権
教
育・啓
発

研
究
講
座（
冬
期
）受
講
生
募
集

　

講
座
を
集
中
的
に
開
催
す
る
こ

と
で
、
人
権
課
題
を
よ
り
専
門
的

に
学
び
見
識
を
深
め
ま
す
。

日
時　

２
月
６
日
㈫
、
13
日
㈫　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　
市
役
所
６
階　

６
０
２
会

議
室

内
容　
「
部
落
差
別
解
消
推
進
法

制
定
の
背
景
と
経
緯
に
つ
い
て
～
部

落
差
別
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
」

講
師　
阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発

講
師
団
講
師　

阿
南
市
人
権
教
育

協
議
会　

副
会
長　

歯
朶
山
加
代

さ
ん

定
員　
40
人

申
込
締
切
日　
１
月
26
日
㈮

申
込
み・問
い
合
わ
せ
は　
人
権
・

男
女
参
画
課（
☎
22

－

３
０
９
４
）へ

お
く
り
も
の

阿
南
市
へ

●
防
犯
灯
17
灯

四
国
電
力　

阿
南
営
業
所
様
か

ら
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め

阿
南
市
交
通
遺
児
育
英
基
金
へ

●
金
10
万
円　

上
中
町　

徳
島
県
自
動
車
整
備

振
興
会
阿
南
支
部
様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

項　　目 農　　業　　委　　員 農地利用最適化推進委員
募 集 人 数 19人 18人

主 な 業 務

農地の権利移動や転用に係る許可等につい
て審議し決定等を行います。
また、農地利用最適化推進委員と連携し、
担い手への農地の集積・集約化、遊休農地
の発生防止・解消、新規参入の促進など、
現場活動も行います。

担当地区において農業委員と連携し、担い
手への農地の集積・集約化、遊休農地の発
生防止・解消、新規参入の促進など、地域
に密着した現場活動を行います。

任 用 期 間 ６月19日㈫～平成33年６月18日㈮ 委嘱の日～平成33年６月18日㈮
報 酬 月 額 19,500円

募 集 期 間
１月４日㈭～２月２日㈮　8:30～17:15（土、日、祝日を除く）
※郵送の場合は締切日必着

推薦・応募方法

「個人」または「法人および団体」からの推薦、自らの応募によります。
所定の募集用紙に必要事項を記入の上、農業委員会事務局へ提出してください。

（郵送も可）
募集要項・募集用紙は、農業委員会事務局、各支所、各住民センターの窓口でお受け取
りいただくか、市ホームページからもダウンロードできます。　
※くわしくは、募集要項をご覧ください。

問い合わせは 農業委員会事務局（☎22−3790）へ

農業委員会等に関する法律の改正により、農業委員の選出がこれまでの選挙制から、市長が議会の同
意を得て任命する方法に変更されました。また、新たに農地利用最適化推進委員が設置され、農業委
員会が担当地区を定めて委嘱することとなりました。
この改正法に基づく新たな農業委員会が発足することから、農業委員および農地利用最適化推進委員
の募集を行います。

農業委員・農地利用最適化推進委員を募集します
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募集内容　平成30年度に市役所および関係機関にお
いて、臨時的に勤務する職員

応募資格　パソコンの基本操作（文書作成・表計算
等）ができる方

賃金　日額7,000円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月９日㈫～18日㈭　8:30～17:15
（土、日曜日は除く）

試験内容　筆記試験および小作文試験
試験日　２月４日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

一般事務（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に市内の幼稚園・小学校・中学
校等において、臨時的に勤務する学校用務
員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：21人
賃金　日額 7,000 円
申込方法　教育総務課備え付けの「申込用紙」に必要

事項を記入の上、教育総務課へ提出してく
ださい。「申込用紙」は、申込期間中に教
育総務課でお渡しします。

申込期間　１月23日㈫～２月１日㈭　8:30～17:15
　　　　　（土、日曜日は除く）
試験内容　面接試験
試験日　２月11日㈷
問 教育総務課（☎22−3299）へ

学校用務（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に市立保育所において、臨時
的に勤務する職員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：43人
賃金　日額7,300円
申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）を

人事課へ提出してください。試験案内は、
申込期間中に人事課で配布します。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　8:30～17:15
　　　　　（土、日、祝日は除く）
試験内容　面接試験　　試験日　１月28日㈰
問 人事課（☎22−1112）へ

保育所給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　平成30年度に要介護認定申請者宅等を訪
問し、心身の状況を調査する嘱託職員

応募資格　看護師または介護支援専門員の資格を有し、
普通自動車運転免許を有する方

採用予定人員　６人
報酬　月額198,900円
申込方法　自筆履歴書に看護師免許証または介護支援

専門員証および普通自動車運転免許証の写
しを添えて介護・ながいき課へ提出してく
ださい。

申込期間　１月９日㈫～26日㈮　8:30～17:15
　　　　　（土、日曜日は除く）
試験内容　面接試験
試験日　２月10日㈯
問 介護・ながいき課（☎24−8007）へ

介護保険認定調査員（嘱託職員）

募集内容　平成30年度に市内の学校給食施設および
学校給食センターにおいて、臨時的に勤務
する給食調理員

採用予定人員　業務の必要に応じて採用します。
　　　　　　　平成29年度採用実績：44人
賃金　日額7,300円
申込方法　教育総務課備え付けの「申込用紙」に必要

事項を記入の上、教育総務課へ提出してく
ださい。「申込用紙」は、申込期間中に教
育総務課でお渡しします。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　8:30～17:15
　　　　　（土、日、祝日は除く）
試験内容　面接試験　　試験日　１月28日㈰
問 教育総務課（☎22−3299）へ

学校給食調理（臨時的任用職員）

募集内容　①保健センターにおける保健事業業務補助　
　　　　　②新生児訪問
応募資格　①保健師、看護師、助産師または管理栄養士　

②助産師または保健師（①②平成30年３
月31日までに資格取得見込の方を含む）

勤務体系　①常勤　②週２日程度
採用予定人員　①５人程度　②１人程度（業務の必要

に応じて採用します）
賃金等　①保健師日額8,500円、管理栄養士日額

8,400円、助産師日額8,500円、看護師日額
7,700円　②訪問１件あたり4,500円

申込方法　履歴書（市販のものに自筆・写真貼付）と
普通自動車運転免許証のコピーを保健セン
ターに提出。

申込期間　１月４日㈭～15日㈪　試験内容　面接試験
試験日　２月４日㈰　　試験場所　ひまわり会館
問 保健センター（☎22−1590）へ

保健センター職員（①臨時的任用職
員②新生児訪問委託業務職員）

臨時的任用職員・
嘱託職員等を募集します

提出書類に記載された個人情報等は、目的以外には
使用しません。勤務条件等くわしくは担当課までお
問い合わせください。

顔写真付きのマイナンバーカードを申請される場合に、市民生活課にお
いて専用パソコンを用いて顔写真を撮影し、申請できるようになりまし
た。申請を希望される方は、必要なものをお持ちの上、市民生活課へお
越しください。なお、申請には約20分程度必要ですので、あらかじめ
来庁する日時の予約をお願いします。

必要なもの
▶本人確認書類　①または②
　①　顔写真付きの公的証明書　１点
　（例）運転免許証、旅券、身体障害者手帳、在留カード
　②　顔写真なしのもの　　　２点
　（例）健康保険証、年金証書、年金手帳、介護保険証、学生証、預金通帳
▶個人番号カード交付申請書（お持ちの方のみ）
☆ご自分で写真を撮影し、申請される方へ
通知カードとともに発送された個人番号カード交付申請書の送付用封筒
の差出有効期間は切れていますが、平成31年５月31日まで有効な封筒と
して利用できることになりましたので、お持ちの方はご利用ください。
また、地方公共団体情報システム機構の「マイナンバーカード総合サイ
ト」上に、申請者自身で印刷して利用可能な封筒様式が掲載されていま
すので、そちらもご利用ください。
予約・問い合わせは　市民生活課（☎22−1116）へ

物品購入等の指名競争入札参加資格審査申請の受付

平成30・31年度に市が発注する物品購入等の指名競争入札に参加を希
望される方は、申請書を提出してください。
今回の申請は新規申請となりますので、平成28・29年度に申請されて
いる方も申請が必要です。
受付期間　１月11日㈭～２月９日㈮（土、日曜日を除く）
受付業種　備品、消耗品類および原材料品（工事用原材料を含む）など
提出書類等　市ホームページをご覧ください。

建設工事の一般競争入札（指名競争入札）参加資格審査
申請【追加申請】の受付

平成30年度に市が発注する建設工事の入札に参加を希望される方は、
申請書を提出してください。ただし、平成29年中に申請をされた方は
不要です。
平成29年度分より徳島県との共同受付を実施しています。
共同受付期間　１月15日㈪～24日㈬（土、日曜日は除く）
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページをご覧
ください。

建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等の一般
競争入札（指名競争入札）参加資格審査申請の受付

建設工事に係る測量・建設コンサルタント業務等および用地取得等に関
する委託業務の入札参加資格審査申請書の受付方法等が変更になります。
平成30・31年度分より徳島県との共同受付を実施します。入札に参加
を希望される方は、申請書を提出してください。
共同受付期間　１月15日㈪～24日㈬（土、日曜日は除く）
受付業種　測量・建設コンサルタント・公共嘱託登記等の業務
提出書類等　市ホームページおよび徳島県電子入札ホームページをご覧
ください。
提出先・問い合わせは　総務課（☎22−3804）へ

マイナンバーカードの申請が
市役所でできるようになりました

総務課からのお知らせ

マイナンバーキャラクター

マイナちゃん

水道管の冬支度を！

第28回阿南市生涯学習推進大会

夜の冷え込みにご注意を
気温が氷点下になると、防寒のできていない
水道管は凍ったり破裂したりします。「むき
出しの水道管」、「北向きにある水道管」、「風
がよく当たる水道管」は、早めに手当てしま
しょう。
水道管が破裂したとき
水道メーターの箱の中にある止水栓（バルブ）
を閉めて水を止め、破裂した部分に布やテー
プなどで応急手当てをして、市指定上下水道
工事店協同組合（☎22−7608）または市指
定工事事業者に修理を依頼してください。
水道が凍って水が出ないとき
タオルをかぶせ、その上からぬるま湯をゆっ
くりとかけて溶かしてください。熱湯をかけ
ると破裂することがありますので、ご注意く
ださい。
防寒の方法

▼保温材を巻きます。蛇口付近は破裂しやす
いので、完全に包んでください。

▼保温材には、毛布や布などを利用してくだ
さい。また、保温材がぬれないようビニール
などを巻いてください。

▼メーターボックスの中
に毛布や布切れなどを
入れて、ふたの上にダ
ンボールを乗せるなど
して保温してください。

問い合わせは
水道課（☎22−3295）へ

生涯学習実践の成果を発表します。また、記
念講演もありますので、ぜひご参加ください。

日時　１月27日㈯　13:30開会
　　　（受付 13:00）
場所　富岡公民館

内容　

▼生涯学習活動の発表　
人形劇団プクプク人形劇公演

「こぶとりじいさん」、「筑波山麓男性合唱団」
阿波踊り健康体操
※伝統文化子ども教室によるお茶席

（１回200円）を、12:00から実施します。

▼記念講演　
「地域のネットワークを活かした公民館活動」
講師　徳島市西富田公民館　
　　　館長　岩佐重明さん
問い合わせは　生涯学習課（☎22−3391）へ
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■展示コーナー　10:00～20:00
※初日は開始時間が12:00、最終日は終了時間が15:00。

○賀上書道教室作品展　４日㈭～14日㈰まで
○私の陶芸とhobby（趣味）　16日㈫～28日㈰
○～冬のうれしい贈りもの～プリザ・キャンドル＆ジュ

エリー　30日㈫～２月12日（振休）
■体験コーナー

○星型あんどん作り
　13日㈯　13:00～15:00
【申込締切日】12日㈮　【参加費】3,000円　
【定員】５人　【持参物】なし
○阿波踊り活竹人形作り　28日㈰　13:00～15:00
【申込締切日】26日㈮　【参加費】600円
【定員】10人　【持参物】なし

光 １月の催しのまちステーションプラザ

阿波踊り活竹人形作り、星形あんどん作り常時開催中！

110番の正しい利用を！
１月10日は「110番の日」です。「110番」は、事件や
事故など１分１秒を争う緊急事態を通報するための電話
です。本当に必要な人が、必要な時に110番回線がふさ
がり、警察への通報が遅れてしまっては、大変なことに
なってしまいます。「110番」は、正しくご利用くださ
い。
警察への相談等急がない内容などは、
警察相談電話　プッシュ回線（♯9110）、ダイヤル回線

（☎088−653−9110）をご利用くださ
い。

問い合わせは　阿南警察署（☎22−0110）へ

阿南警察署だより

徳島東部都市計画臨港地区（徳島小松島港および橘港）
の変更案について、次のとおり縦覧を行います。
●案の縦覧　
期間　１月15日㈪～29日㈪　※土、日曜日は除く
場所　県都市計画課またはまちづくり推進課
●意見書の提出
変更案に対し意見のある方は、縦覧期間中に限り、意見
書を県に提出することができます。

問い合わせは　県都市計画課（☎088−621−2566）
またはまちづくり推進課（☎22−1596）へ

徳島東部都市計画臨港地区の
変更案に関する縦覧について

募集期間　１月10日㈬～31日㈬
公表資料　「阿南市立地適正化計画」（素案）
公表場所　まちづくり推進課、各住民センター、那賀川

支所、羽ノ浦支所、市ホームページ
意見を提出できる方　①市内に在住、在勤または在学の

方
②市内に事務所または事業所を有

する方
③市に納税義務を有する方

提出方法　様式は自由ですが、氏名および住所を記入の
上、持参、郵送または電子メールにより提出
してください。また、意見提出用紙を公表場
所に用意していますので、ご利用ください。

※電話など口頭による受付はしません。
意見の公表　提出されたご意見は、氏名、住所等の個人

情報を除き、その内容を整理して原則公表
します。なお、意見等についての個別回答
はいたしませんので、ご了承ください。

問い合わせは　〒774-8501　富岡町トノ町12番地3　
まちづくり推進課（☎22−1596）へ
e-mail:toshikei@anan.i-tokushima.jp

「阿南市立地適正化計画」（素案）に関する
パブリックコメント(意見募集)を
実施します

あぶない !こんなに事故が

交通事故
件　　数
死　　者
負 傷 者

213件（2,172）
0人（       3）
25人（   233）

救　　急 件　　数
搬送人員

283件（3,145）
269人（3,031）

火　　災 件　　数
損 害 額

3件（  33）
0千円（35,244千円）

●阿南署管内平成29年11月分合計。カッコ内は１月からの累計。
　損害額は未確定分を含んでいません。

問い合わせは　光のまちステーションプラザ（☎24−3141）へ

11月定例会（11月22日開催）で、次の内容に
ついて審議し、承認されました。

教育委員会定例会だより

●教育長報告
①着実な学校経営の推進について
②教職員の人事管理について
③県市教育委員会合同訪問・人事関係について
④平成29年度全国学力・学習状況調査結果からみる傾

向と対策について
⑤業務改善およびコンプライアンス推進取組の実施に

ついて
⑥平成30年（度）の学校行事予定について

●阿南市野村靖奨学資金基金管理運用規程の制定について

●阿南市奨学資金貸付条例施行規則の一部を改正する規則
について

●阿南市立幼稚園条例施行規則の一部を改正する規則について

●平成30年阿南市成人式について

●第64回徳島駅伝の日程等について

※定例会の日時は、市ホームページでお知らせしています。
　くわしくはお問い合わせください。

問い合わせは　教育総務課（☎22−3299）へ

セ・リーグ出場選手 パ・リーグ出場選手

投　手

白石　静生 広島東洋カープ

投　手

八木澤荘六 ロッテオリオンズ
中西　清起 阪神タイガース 佐野　慈紀 近鉄バファローズ
前田　幸長 読売ジャイアンツ 石井　　貴 西武ライオンズ
内藤　尚行 ヤクルトスワローズ 江尻慎太郎 北海道日本ハムファイターズ
藤田　太陽 阪神タイガース 捕　手 定詰　雅彦 千葉ロッテマリーンズ

捕　手 小田　幸平 読売ジャイアンツ
内野手

鈴木　　健 西武ライオンズ
相川　亮二 読売ジャイアンツ 大島　公一 オリックスバファローズ

内野手
斉藤　浩行 広島東洋カープ 吉永幸一郎 福岡ダイエーホークス
八木　　裕 阪神タイガース

外野手
佐々木　誠 福岡ダイエーホークス

高橋　雅裕 横浜ベイスターズ 村上　隆行 近鉄バファローズ

外野手
田尾　安志 阪神タイガース 柴原　　洋 福岡ソフトバンクホークス
川藤　幸三 阪神タイガース ※現在の時点で出場が確定している選手を掲載しています。屋鋪　　要 横浜ベイスターズ

歓迎レセプション

場所　ホテル石松
参加費　10,000 円
参加申込　阿南商工会議所（☎22－2301）

または下記野球のまち推進課へお
申し込みください。

大人の野球教室

場所　ＪＡアグリあなんスタジアム
参加費・資格　無料・35歳以上
持参物　運動のできる服装・帽子・シューズ・

グローブ
参加申込　野球のまち推進課へ郵便はがきま

たはファクスで氏名・年齢・連絡
先を記入の上、お申し込みください。

野球のまち推進課
〒774-8501　阿南市富岡町トノ町12番地3

（☎22－1297・FAX28－9886）

入場料　大人1,800円（当日2,000円）
　　　　小中学生1,200円（当日1,500円）
　　　　幼児（未就学児）無料
※１月 15 日㈪から、平惣書店、宮脇書店で

販売します。

３月17日が雨天中止の場合の日程変更

３月17日㈯　14:00～16:00　大人の野球教室
                  （場所：あななんアリーナ）
３月18日㈰　  9:40～10:00　オープニングセレモニー

10:00～12:30　オールスターゲーム

問い合わせは　野球のまち推進課（☎22－1297）または四国放送営業開発部（☎088－655－7667）へ

セ監督　田尾 安志 パ監督　八木澤荘六

３月17日㈯
　14:40～15:00　オープニングセレモニー
　15:00～17:30　オールスターゲーム
　19:00～21:00　歓迎レセプション
３月18日㈰
　10:00～12:00　大人の野球教室

３月17日㈯ 15:00試合開始（13:00開場）
※９回戦または２時間30分の時間制限あり

ＪＡアグリあなんスタジアム

日時

場所

日程

セ・リーグＯＢ選抜

パ・リーグＯＢ選抜
VS
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＜分科会＞

会　　名 場　　所 研　　　究　　　概　　　要

第 １ 分 科 会
（ 就 学 前 教 育 ）

文化会館
２階　研修室

子どもの豊かで確かな育ちのために、園・所、家庭、地域が連携し、
人権教育・啓発を推進しよう。
就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性をあらため
て確認し合い、教育（保育）の実践や、園・所、地域における人権
教育・啓発の取組について、共に考え実践していきましょう。

第 ２ 分 科 会
（小・中学校教育）

富岡公民館
２階　大ホール

心豊かでたくましい子どもを育てるために、人権意識を高めながら
連帯感のあるＰＴＡ活動を推進しよう。
学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが
叫ばれています。子ども・学校・家庭・地域がつながり合う人権教
育・啓発をどのように進めていくか、 ＰＴＡ活動や地域活動を中心
に参会者が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

第 ３ 分 科 会
（ 高 校 ・ 高 専 ・
特別支援学校教育）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間Ｂ・Ｃ

一人ひとりの進路を保障するための教育を創造し、人権問題を自ら
の課題として捉え、あらゆる差別の解消に向けて実践できる人材を
育成しよう。
自らの進路を切り開いていく力を養うためには、学力の保障と自尊
感情を高めることができる教育の創造が重要です。学校・家庭・地
域がさらに連携を深め、「身元調査お断り」ワッペン運動等の啓発
活動を通して、知識理解だけにとどまらず、社会で実践できる人材
を育成しましょう。

第 ４ 分 科 会
（ 社 会 教 育 ）

文化会館
１階　視聴覚室

相手の立場に立ち、豊かな心を育むことを通して、すべての人の人
権が尊重される人権のまちづくりを推進しよう。
すべての市民が日常生活の中で「人権」の視点をもち、「人権」と
結びつけて考えることを通して、あらゆる差別や不合理を許さない
地域づくりに向けた教育・啓発活動を推進していきましょう。

第 ５ 分 科 会
（ 企 業 ・ 職 域 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ａ

市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り、差
別のない明るい職場をつくろう。
企業内の人権教育・啓発への取組体制（社内指導者の養成等）を見
直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上を
めざした実践活動を推進しましょう。

第 ６ 分 科 会
（ 行 　 　 　 政 ）

ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

公務員として要請されている課題と使命をもって「人権尊重のまち
づくり」に取り組んでいこう。

「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき、常に人権の視点に立
って日常業務を遂行するとともに、これまで培われてきた人権教
育・啓発の実績や成果を踏まえながら関係機関・職場・地域との連
携を密にした実践活動を推進しましょう。

※各分科会において手話通訳を希望される方は１月22日㈪まで、託児を希望される方（年齢制限10カ月から８
歳まで）は１月26日㈮までに人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ

阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践に
ついて研究する。

日時　２月３日㈯　10:00～16:30（予定）　　参加費　700円（弁当・お茶付き）

研究内容および場所　
＜全体会＞　場所　夢ホール（文化会館）　　講演　演題　「部落差別解消推進法施行の意義と課題

〜変化する内外情勢をふまえて〜」
　　　　講師　近畿大学　教授　北口 末広 さん

阿南市人権教育研究大会にご参加ください
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中林町
長尾 浩史さん

消防庁長官表彰 おめでとうございます

市消防団副団長
加茂　清さん

元市消防団中野島分団長
松田 新治さん

市消防団副団長
原　耕さん

消防庁長官表彰永年勤続功労章は、永年（25年
以上）勤続し、勤務成績が優秀で他の模範となる
と認められる消防団員、消防吏員に対して総務省
消防庁長官より表彰されるもので、勲章・褒章な
どの栄典に準じ、最も栄誉あるもののひとつです。
消防庁長官表彰（永年勤続功労章）を受章された
方をご紹介します。

【永年勤続功労章】
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